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眞野 浩 博士(工学)
EverySense,Inc. C.E.O  /エブリセンスジャパン株式会社 代表取締役 最高技術責任者
コーデンテクノインフォ株式会社 代表取締役社長
日本学術振興会産学協力委員会 インターネット技術第 163 委員会 (ITRC) 副委員長
一般社団法人 インータネット協会 IoT推進委員会 実証実験WG 座長
一般社団法人 データー流通推進協議会 代表理事(事務局長)
内閣府戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)

AIホスピタルによる高度診断・治療システム担当 サブ・プログラムディレクター
一般社団法人 官民データ活用共通プラットフォーム協議議会 社外理事
慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス ／ Keio SFC 上席所員

• 電子機器メーカー勤務などを経て、1993年にルート株式会社を設立。

• デジタル無線通信機器や、高速インターネットを実現する無線IPルーターを開発し、地域情報化や学校ネットワーク等への導入
を促進。

• 無線LANを用いた高速移動体通信システムの開発、実用化の事業化、無線利用、地域情報化のための各種審議会、研究開発
事業にも多数参画。

• 2010年よりIEEE802.11 FIA-SG, TGai chairとして国際標準化活動を行っている。

• 2017年6月無線LAN（IEEE802.11）に関する標準化活動への貢献が評価され一般社団法人情報通信技術委員会より情報通信
技術賞(総務大臣表彰)を授与される。

• 2017年内閣府、総務省、経産省の協力により産学官を越えたデータ流通の推進を目的に、一般社団法人データ流通推進協議
会の設立を提唱し、同年11月の設立に伴い理事に就任、2018年5月より代表理事(事務局長)。

• 無線通信、インターネット、データ流通などの分野において、広く国内外で標準化、制度提案などに従事し、2017年 トリノG7 ICT
大臣会合においては、I-7 Innovators‘ Strategic Advisory Boardのメンバーとして、ビッグデータの戦略提言にも寄与。

• 2018年10月より、内閣府戦略的イノベーション創造プログラム(SIP) AIホスピタルによる高度診断・治療システム担当 サブ・プ
ログラムディレクターに就任
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• 真野浩 （マノ ヒロシ） hiroshi@manosan.org 博士(工学)
– １９６０年３月１７日生 東京生まれ、東京育ち
– 現在は、東京都武蔵野市と山梨県北杜市の二拠点生活

• 学・職歴
– 1982年 湘南工科大学工学部卒業

– 1983年 4月 春日精機株式会社 入社 開発部所属 (民生機器開発ラジカセ、テープレコーダー等)
– 1985年 8月 アジアエレクトロニクス株式会社 システム機器事業部 (産業機器営業 ICE、ディスプレイ等)
– 1988年 8月 クリエート技研株式会社 取締役 (電子機器 組み込みソフト、回路開発 共同経営)
– 1993年 4月 ルート株式会社設立 創業者 代表取締役就任 (2011年解散)
– 2000年 4月 モバイルインターネットサービス株式会社代表取締役 (2004年解散) 第一種通信事業者

– 2005年 6月 ルート株式会社をアライドテレシスホールディングス株式会社に売却
アライドテレシスホールディング株式会社執行役員 (2007年退任)

– 2006年 株式会社上野原ブロードバンドコミュニケーションズ 取締役(2010年退任)
– 上野原市第三セクタ 有線テレビジョン事業者、電気通信事業者

– 2010年 コーデンテクノインフォ株式会社 代表取締役就任 現任

– 2010年 株式会社インフォーテック 社外取締役 (2012年退任)
– 2010年 株式会社ブリックス 社外取締役 (2015年退任)
– 2011年 株式会社 アライドテレシス開発センター 取締役 (2013 年退任)
– 2014年 山梨大学工学部博士課程終了

– 2014年 EverySense,Inc.  設立 C.E.O.
• その他

– 2001年 一般社団法人モバイルブロードバンド協会 理事 現任
– 2005年 特定非営利活動団体 楽っ子設立 理事長就任 現任
– 2011年 日本学術振興会産学協力研究委員会 インターネット技術第163委員会 副委員長 現任
– 2011-16年 IEEE802.11 TGai Chair 
– 2015年 一般財団法人 インーネット協会 IoT推進委員会 実証実験WG座長 現任
– 2017年 一般社団法人 データー流通推進協議会 代表理事(事務局長) 現任
– 2018年 内閣府戦略的イノベーション創造プログラム(SIP) AIホスピタルによる高度診断・治療システム担当

サブ・プログラムディレクター 現任
– 2018年 一般社団法人 官民データ活用共通プラットフォーム協議議会社外理事現任
– 2018年 慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス／ Keio SFC 上席所員現任
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Awards Record
第一回 IoT LAB Selection
審査員特別賞
2016/02/07

平成29 年度
一般社団法人情報通信技術委員会
情報技術賞 総務大臣表彰
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“Information Harvesting”データ流通におけるデータ取引市場運営事業者とは

※一般社団法人データ流通推進協議会「データ取引市場運営事業者認定基準_説明_rev1.1」より引用
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※一般社団法人データ流通推進協議会「データ取引市場運営事業者認定基準_説明_rev1.1」より引用
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データ活用社会に求められるデータ取引市場

■全世界で年間に生成されるデジタルデータ（IoT・非IoT）の総量

163兆ギガバイト 

＊IDC 「2018年国内IoT市場データエコシステム／Data as a Serviceに関わるプレイヤー分析」より

企業間蓄積型データ 
取引市場 

EverySense Pro 

※さらにデータ取引市場運営者として求められる法制度、

コンプライアンス、標準化については において活動

データ活用によるマネタイズモデルの確
立が早急に求められるとされている。

当社では2016年にスタートした、IoTのストリーミングデータをリアルタイムに取引きするデータ流通プラットフォーム「EverySense®」を開
発・運用した知見等を活かし、2018年、ビジネスのデジタル化をサポートする企業間蓄積型データ取引サービス「EverySense Pro」をス
タート。
これにより、当社が提供するデータ取引市場は世の中にあるデジタルデータを構成するIoTデータと非IoTデータともに対応。

22兆ギガバイト 

2025年

2017年

（内訳）

IoTストリーミングデータ 
取引市場 
EverySense 

2016年〜

2018年〜
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実際の取引所サービスの現状
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エブリセンスが提供する2つのデータ取引市場サービス

相対取引・個別取引

データ提供先データ提供者

データ流通市場

市場取引
(API 及び WEBUI)

IoTストリーミングデータ
取引市場サービス

企業向け蓄積型データ
取引市場サービス

リアルタイム 非リアルタイム

データ利用者の企業属性およびデータの利用目的
は限定されず、多種多様なデータ提供者から効率
的にデータを収集・活用することができる。

データ提供者の企業属性およびデータ種類は
限定されず、多種多様なデータ利用者に対し安
全で効率的なデータ提供機会が得られる。

取引されるデータの価格決定に関与せず、
徹底した公平性と中立性のもとに運営され
る。
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Copyright© EverySense,Inc.

“Information Harvesting”

信託取引

データ流通に必要な機能

PDS・情報信託銀行の機能

• PDS
→ データ保存、管理、配備

• 情報信託銀行
→ データの運用

データ取引市場の機能

• データ提供者と利用者の仲介。

• データの売買決済。

2018 10 31年 月 日

PDS

Data情報信託銀行

許諾

データ生成者
保存・管理・配備 運用

データ取引市場

直接取引

仲介・決済者

市場外・相対取引

データ提供者 データ利用者

信託運用

二次利用

市場取引
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